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ブラーミニメクラヘビの
神奈川県横須賀市からの記録

ブ ラ ー ミ ニ メ ク ラ ヘ ビ Indotyphlops braminus 
（Daudin, 1803）を神奈川県南東部にある三浦半島の
横須賀市において採集したので報告する。

本種は，“ 世界で最も分布拡散したヘビ （Web サ
イト No. 1 より著者和訳）” とされ，世界中の熱帯・
亜熱帯地域に分布する （内山ほか， 2002）。国内では，
かつて奄美大島以南の南西諸島に分布するとされて
いた （内田 , 1957） が，南西諸島全域や鹿児島県本
土部，伊豆諸島南部，小笠原諸島 （内山ほか , 2002； 
中間， 2007） に分布が拡大，長崎県・静岡県の本土
部でも記録され （生物多様性センター，2001），近年
では熊本県 （長尾 , 2018） や高知県 （Web サイト
No. 2 参照） でも記録が相次いでいる。

本種は，体長 16 ～ 22 cm，目が非常に退化して
半透明の鱗に覆われ，毒牙を欠き，他のヘビ類に見
られる腹板はなく，尾部は非常に短い （Taylor, 
1922；ゴリス，1966）。地中生活に特化しており，
草地やサトウキビなどの圃場，林縁など日当たりの
よい乾燥した土壌を好み，石や倒木の下，側溝の落
ち葉溜まりなどで見つかる。ヘビ類で唯一 3 倍体の
核型をもち，メスのみで単為生殖する。主にアリや
シロアリなど小型昆虫類の卵や蛹のほか，ミミズ類
の卵も捕食するという （Taylor, 1922；生物多様性

センター， 2001； 内山ほか， 2002）。
採集場所は横須賀市南西部に位置する長井海の手

公園 （横須賀市長井 4 丁目），採集日は 2020 年 9 月
29 日および 10 月 11 日である。いずれも園内販売所
建屋内の床面にいたところを同園職員によって発見
され，著者の一人，天白が採集ののち同定，自宅に
てシロアリなどを与え飼育下で観察を行った。採集
個体は 2 個体とも体長約 7 cm の幼蛇であり，体色
は黒色に近い暗褐色，腹面はやや明るく赤みを帯び
ていた。いずれも 11 月 5 日に飼育容器内での死亡
が確認され，状態の良い 1 個体を冷凍して横須賀市
自然・人文博物館へ運び，著者の一人，内舩が撮影後，
エタノール液浸標本とした。

1 ex.（幼蛇）， 横須賀市長井 （長井海の手公園）， 29. 
IX．2020, 天白牧夫採集・横須賀市博物館収蔵 

（YCM-RA597； 第 1 図）．

前述した生態的な特徴から，本種は主に土に混入
するなどして人為的に分布を広げており，単為生殖
をおこなう点も分布拡大に有利に働くと考えられ
る。本種は “Brahminy blind snake” とともに “flower 
pot snake” の英名をもち （Web サイト No. 1 参照），
鉢物の腐葉土・土壌とともに移動することが知られ
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第 1 図  ブラーミニメクラヘビ Indotyphlops braminus の 
採集個体 （YCM-RA597）．死亡後冷凍ののち解凍
した状態で撮影．A：全体背面．左端が頭部．全
長 68 mm．B–D：頭部 （B：背面，C：腹面，D：
左側面）．矢印は舌．E：尾部左側面．矢じりは総
排泄腔．B–E のスケールは 1 mm．いずれも内舩 

（2014a） に沿って 105 mm マクロレンズで撮影．
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ている。採集場所の公園では，園芸植物の導入を行っ
ていることから，腐葉土・土壌に伴う本種の園内へ
の移入が考えられた。一方，採集環境は屋内であり，
当該建屋は洋風の土間コンクリート床で，出入口な
ど周辺の多くはコンクリート等によって隙間なく舗
装がされており，建屋の背面のみ短く刈り込まれた
シバ型草地が隣接していた。このような採集環境の
下，屋内の同じ場所で別の日に 1 個体ずつが発見さ
れたことの背景について，1） 周辺の花壇や鉢物から
建物への侵入や，2） 屋外から運び入れた資材や鉢植
えへの随伴，の 2 つの可能性を挙げる。1） について
は，前述の採集に際して，建屋周辺の落ち葉溜まり
や鉢植えの下などを探索したものの，直接的な証拠
となる追加個体を得ることはできなかったが，2 個
体目が発見された 10 月 11 日は，前日までの 3 日間
に計 150 mm 程度の降水が近隣で観測されている 

（Web サイト No. 3 参照：三浦気象観測所 ［三浦市
初声町下宮田］）。本種は雨後の舗装道路等の上でミ
ミズのように発見されることが知られている （Web
サイト No. 1 参照） ことから，建物の出入口もしく
は壁や床の割れ目から屋内へ侵入した可能性は捨て
きれない。2） については，園外から直接的に発見場
所の建屋内へ運び込まれたケースと，園内に保管も
しくは設置されていた資材や鉢植えが建屋内へ運び
込まれたケースの二つが考えられる。後者のケース
では，1） で述べた可能性とともに，既に園内に移入
し生息している可能性を高めることになるため，今
後も園内での追加採集に注意を払う必要がある。横
須賀市内では鉢物や植栽に伴う動物移入の例とし
て，アマミサソリモドキ Typopeltis stimponii （Wood, 
1862） を挙げることができる （内舩， 2014b； 2017）。
本報とは別の場所であり，同所的な 2 件 2 個体の採
集・発見記録であったが，その 2 件の間が約 3 年も
空いたことから，同地での定着の可能性は低いと判
断し現在に至っている。

本種の南西諸島での繁殖期は 6 月中旬～ 7 月中旬，
直径 1 ～ 2 cm の細長い卵を 1 ～ 6 個産下し，約 50
日の卵期を経て体長約 6 cm の幼蛇が孵化する （内
山ほか， 2002； 生物多様性センター， 2001）。本種の
成熟までの期間は分かっていないが，採集個体はい
ずれもその採集時期と体長から幼蛇，さらに言えば
当年度の孵化個体であると推測される。しかし，前
述の発見に至る背景で推測したとおり，園内で産卵・
孵化した個体であるかは不明である。

長井海の手公園 （指定管理者：長井海の手パート
ナーズ） の職員の皆様には採集にあたり便宜を図っ
ていただいた。横須賀市役所環境政策部自然環境共
生課の佐々木太郎職員ならびに同部公園管理課の宇
田川友輝職員には，採集や環境調査，本稿作成に際
して調整いただいた。横須賀市自然・人文博物館の
萩原清司学芸員には標本の登録・収蔵に協力いただ
いた。各位に感謝申し上げる。
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